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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第58期

第３四半期連結
累計期間

第59期
第３四半期連結

累計期間
第58期

会計期間

自平成24年
１月１日

至平成24年
９月30日

自平成25年
１月１日

至平成25年
９月30日

自平成24年
１月１日

至平成24年
12月31日

売上高（百万円） 38,942 47,318 51,300

経常利益（百万円） 817 961 1,148

四半期（当期）純利益又は四半期純損失（△）

（百万円）
631 △1,674 725

四半期包括利益又は包括利益（百万円） 721 1,479 2,914

純資産額（百万円） 7,699 12,994 9,866

総資産額（百万円） 45,367 53,545 46,790

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は１株

当たり四半期純損失金額（△）（円）
32.88 △77.74 37.78

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 15.7 22.6 19.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,800 3,563 3,003

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,953 △2,390 △2,774

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△3,340 △578 △4,909

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（百万円）
3,411 3,605 2,557

　

回次
第58期

第３四半期連結
会計期間

第59期
第３四半期連結

会計期間

会計期間

自平成24年
７月１日

至平成24年
９月30日

自平成25年
７月１日

至平成25年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 25.44 16.45

　　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

４．四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しており

ます。

５．IAS第19号の改訂に伴い、第59期第１四半期連結会計期間より、一部の連結子会社では改訂後のIAS第19号

を適用しております。当該会計方針の変更は遡及適用され、第58期第３四半期連結累計期間及び第58期連

結会計年度の関連する主要な経営指標等について当該会計方針の変更を反映した後の数値を記載しており

ます。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に

記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。   

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

 なお、第１四半期連結会計期間より、一部の連結子会社では改訂後のIAS第19号を適用しております。当該会計

方針の変更は遡及適用されるため、前年同四半期比較にあたっては、会計方針の変更を反映した後の前年同四半

期数値に基づき算出しております。 

　

(1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間の世界経済は、中国等新興国の経済成長が鈍化傾向にある中、米国経済は緩やか

な拡大を続け、欧州にも景気持ち直しの兆しが出てきました。

電子部品業界を見ますと、米国、日本等で自動車需要が好調だったことを背景に車載関連の電子部品需要が

堅調に推移し、インダストリー分野では再生可能エネルギー関連の需要が伸び、また産業機器向けにも回復の兆

しが見えてきました。一方、パソコン向け、テレビ向けなどの需要に回復感はなく、デジタルカメラも低迷、ス

マートフォン、タブレット端末以外に成長製品が見られない家電製品関連は伸び悩みが続きました。　

こうした中、当社グループは、中期経営計画のステージⅠ（オペレーションの再編成と基礎固め）の２年目

にあたる今年度は引き続き「収益性の向上」、「グローバル・キャッシュ・マネジメント」、「プロダクト・マ

ネジメント」及び「激変する外部環境に対する適応力の強化」を重点項目として取り組み、企業価値の向上に努

めました。中期経営計画の利益達成を目指し、収益性向上のための施策を進めました。また、十分な設備投資資

金を確保するとともに、財務体質を改善することにより、企業価値を向上させることを目的として４月の公募増

資と５月の第三者割当増資により合計４百万株の普通株式発行を行い、総額1,839百万円を調達しておりま

す。　

　このような環境の中、当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績を見ますと、前年同四半期に比べ円安

に推移したこともあり、売上高は前年同四半期に比べ21.5％増の47,318百万円となりました。営業利益は、円

安/ドル高の進行がコストアップ要因となったこと、中国・人件費の上昇があったこと等から前年同四半期と比

べ0.6％減の1,360百万円となりました。経常利益は、デリバティブ評価益の増加や支払利息の減少等により営業

外収支が改善したことで961百万円と前年同四半期と比べ17.6％の増益となりました。四半期純損益は、ドイツ

で洪水被害の影響等を含めて平成25年12月期の連結業績予想を修正し、それに伴い繰延税金資産の回収可能性を

見直した結果、1,674百万円の四半期純損失（前年同四半期は631百万円の四半期純利益）となりました。

　　

（報告セグメントの状況）

当第３四半期連結累計期間における報告セグメントの状況は次のとおりであります。

①アジア・パシフィック事業

　アジア・パシフィック事業は、スマートフォン、タブレット端末以外の家電製品関連が低調であったも

のの、キーレスエントリー等車載関連が伸び、また、インダストリー分野では太陽光発電向け等が堅調に

推移しました。前年同四半期に比べ円安/ドル高で推移したこともあり、売上高は前年同四半期比17.7％増

の30,347百万円となりました。前年同四半期に比べ円安/ドル高で推移したことがコスト増要因となったこ

と、中国・人件費の上昇があったこと等から、セグメント利益は1,673百万円と前年同四半期に比べ14.9％

の減益となりました。

②ＥＵ事業

　ＥＵ事業は、家電製品関連が低調、再生可能エネルギー関連の不振からインダストリー分野も伸び悩み

ましたが、HIDランプ向け等車載関連が堅調に推移しました。ドイツの洪水の影響で操業度が落ちた期間が

あったものの、前年同四半期に比べ円安/ユーロ高で推移したこともあり、売上高は前年同四半期比29.0％

増の16,970百万円、セグメント利益は1,187百万円と前年同四半期に比べ7.0％の増益となりました。   
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(財政状態の状況)

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における資産は53,545百万円となりました。公募増資及び第三者割当増資によ

り現金及び預金が増加したこと、受取手形及び売掛金が増加したことなどから、流動資産が4,416百万円増加

しました。また、恒常的な設備投資等に加え、前連結会計年度末比円安/ドル高・ユーロ高で推移したことか

ら、固定資産が2,353百万円増加しました。これにより、当第３四半期連結会計期間末における総資産は前連

結会計年度末比6,755百万円増加しております。

（負債）　

　当第３四半期連結会計期間末における負債は40,550百万円となりました。支払手形及び買掛金が1,631百万

円、退職給付引当金が311百万円増加したこと等から、前連結会計年度末比3,627百万円増加しております。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末の純資産は12,994百万円となりました。四半期純損失1,674百万円を計上した

ものの、４月の公募増資及び５月の第三者割当増資による普通株式発行により資本金が926百万円、資本剰余

金が926百万円それぞれ増加したこと、円安進行により為替換算調整勘定の純資産の部からの控除額が前連結

会計年度末比3,023百万円減少したこと等により、3,128百万円増加しております。

　この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の19.7％から22.6％となりました。

　　

(キャッシュ・フローの状況)

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前連結会計年度末比

1,047百万円増加し、3,605百万円となりました。　

　当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

  営業活動の結果得られた資金は3,563百万円（前第３四半期連結累計期間は1,800百万円の収入）となりまし

た。売上債権の増加により882百万円、たな卸資産の増加により303百万円資金流出があったものの、仕入債務

の増加により1,137百万円、減価償却費により2,159百万円等の資金流入があったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

  投資活動の結果支出した資金は2,390百万円（前第３四半期連結累計期間は1,953百万円の支出）となりまし

た。有形固定資産の売却により167百万円等の流入があったものの、有形固定資産の取得による2,445百万円等

の支出があったことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

  財務活動の結果支出した資金は578百万円（前第３四半期連結累計期間は3,340百万円の支出）となりまし

た。公募増資及び第三者割当増資による普通株式発行の収入1,839百万円等の資金調達があったものの、配当

金の支払額が307百万円あったこと、借入金及び社債が2,072百万円の純減となったこと等によるものです。 

　　   

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 　

(3）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費の総額は848百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 70,000,000

計 70,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月８日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 23,944,317 23,944,317
東京証券取引所

（市場第一部）

権利内容に何ら
限定のない当社
株式における標
準となる株式で
あり、単元株式
数は100株であり
ます。

計 23,944,317 23,944,317 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

  

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（千株）

発行済株式総
数残高

（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成25年７月１日～

平成25年９月30日
－ 23,944 － 8,143 － 7,956

　

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     732,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 23,141,300 231,413 －

単元未満株式 普通株式      70,617 －
１単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数 23,944,317 － －

総株主の議決権 － 231,413 －

　 （注）上記「単元未満株式」の欄の普通株式には、自己株式67株が含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

スミダコーポレーション

株式会社

東京都中央区日本橋三丁目

12番２号

朝日ビルヂング 

732,400 － 732,400 3.06

計 － 732,400 － 732,400 3.06

 

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内

閣府令第64号。以下、「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成してお

ります。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年７月１日から

平成25年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成25年９月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,608 3,654

受取手形及び売掛金 10,384 12,413

商品及び製品 4,230 4,639

仕掛品 1,055 1,298

原材料及び貯蔵品 2,850 3,558

未収還付法人税等 226 248

その他 1,979 2,025

貸倒引当金 △58 △143

流動資産合計 23,277 27,694

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 10,211 11,492

機械装置及び運搬具 26,664 31,880

工具、器具及び備品 4,108 4,534

土地 1,292 1,362

リース資産 958 1,063

建設仮勘定 1,046 845

減価償却累計額 △29,508 △34,612

有形固定資産合計 14,773 16,565

無形固定資産

のれん 2,402 2,537

その他 762 834

無形固定資産合計 3,164 3,371

投資その他の資産 5,459 5,813

固定資産合計 23,397 25,751

繰延資産 114 99

資産合計 46,790 53,545
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,474 5,106

短期借入金 10,163 9,940

1年内償還予定の社債 1,000 770

1年内返済予定の長期借入金 2,395 4,132

未払法人税等 260 502

その他 2,973 4,088

流動負債合計 20,267 24,539

固定負債

社債 5,650 5,420

長期借入金 9,011 7,201

退職給付引当金 805 1,116

その他 1,189 2,272

固定負債合計 16,655 16,010

負債合計 36,923 40,550

純資産の部

株主資本

資本金 7,216 8,143

資本剰余金 7,029 7,956

利益剰余金 7,269 5,287

自己株式 △1,524 △1,524

株主資本合計 19,991 19,863

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 25 41

為替換算調整勘定 △10,806 △7,783

その他の包括利益累計額合計 △10,781 △7,741

少数株主持分 656 873

純資産合計 9,866 12,994

負債純資産合計 46,790 53,545
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 38,942 47,318

売上原価 31,554 39,111

売上総利益 7,388 8,206

販売費及び一般管理費

運賃及び荷造費 448 657

従業員給料及び手当 2,228 2,357

減価償却費 185 171

研究開発費 862 848

その他 2,294 2,811

販売費及び一般管理費合計 6,020 6,846

営業利益 1,368 1,360

営業外収益

受取利息 16 12

受取配当金 1 1

デリバティブ評価益 － 128

その他 33 28

営業外収益合計 51 171

営業外費用

支払利息 465 331

為替差損 14 107

デリバティブ評価損 16 －

その他 105 129

営業外費用合計 602 569

経常利益 817 961

特別利益

固定資産売却益 219 9

受取保険金
※2 258 ※2 1,356

その他 3 －

特別利益合計 481 1,366

特別損失

固定資産除売却損 30 9

事業構造改善費用 102 －

減損損失 － 38

災害による損失
※1 130 ※1 1,458

特別役員退職慰労金 315 －

その他 46 －

特別損失合計 625 1,506

税金等調整前四半期純利益 672 821

法人税等 △22 2,381

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

695 △1,560

少数株主利益 64 113

四半期純利益又は四半期純損失（△） 631 △1,674
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

695 △1,560

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △0 16

為替換算調整勘定 26 3,023

その他の包括利益合計 25 3,039

四半期包括利益 721 1,479

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 657 1,365

少数株主に係る四半期包括利益 64 113
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 672 821

減価償却費 1,730 2,159

のれん償却額 204 248

受取利息及び受取配当金 △18 △13

支払利息 465 331

為替差損益（△は益） △0 3

事業構造改善費用 102 －

デリバティブ評価損益（△は益） 16 △128

売上債権の増減額（△は増加） △1,160 △882

たな卸資産の増減額（△は増加） 626 △303

仕入債務の増減額（△は減少） 161 1,137

その他 △488 882

小計 2,312 4,256

利息及び配当金の受取額 18 13

利息の支払額 △444 △326

法人税等の支払額 △85 △380

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,800 3,563

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 42 5

定期預金の預入による支出 △12 △0

有形固定資産の取得による支出 △2,289 △2,445

有形固定資産の売却による収入 477 167

貸付金の回収による収入 0 －

投資有価証券の売却による収入 0 41

関係会社株式の取得による支出 △5 △22

その他 △166 △136

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,953 △2,390

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △8,839 △1,538

長期借入れによる収入 3,300 1,855

長期借入金の返済による支出 △2,112 △1,929

社債の発行による収入 5,600 600

社債の償還による支出 △1,065 △1,060

株式の発行による収入 － 1,839

配当金の支払額 △192 △307

その他 △30 △37

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,340 △578

現金及び現金同等物に係る換算差額 52 453

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,440 1,047

現金及び現金同等物の期首残高 6,851 2,557

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 3,411 ※ 3,605
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

（1）連結の範囲の重要な変更

　第１四半期連結会計期間より、Sumida Technologies Inc.は新たに設立したため連結の範囲に含めておりま

す。また、第２四半期連結会計期間より、SUMIDA Electronic SuQian Co., Ltd.は新たに設立したため連結の範

囲に含めております。

なお、変更後の連結子会社の数は37社となります。　

　

（2）持分法適用の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

 

 

【会計方針の変更等】

　IAS第19号に関する改訂が平成23年６月16日に公表され、平成25年１月１日以後開始する連結会計年度から適用

されることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間より、一部の連結子会社では改訂後のIAS第19号を適用

しております。当該会計方針の変更は遡及適用され、前四半期連結累計期間及び前連結会計年度については遡及適

用後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。

　この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第３四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益は35百万円増加

しております。また、前連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、利益剰余金の前期

首残高は39百万円減少しております。

　

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　税金費用の計算

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、第２四半期連結会計期間において、繰延税金資産の回収可能性を見直した結果、税金費用の計上（繰延税

金資産の取崩）1,570百万円を実施しております。

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

該当事項はありません。

 

　

（四半期連結損益計算書関係）

※１．

前第３四半期連結累計期間（自 平成24年１月１日 至 平成24年９月30日）

　災害による損失は、タイの洪水に伴うものであり、主に操業・営業休止期間中の固定費であります。

　

当第３四半期連結累計期間（自 平成25年１月１日 至 平成25年９月30日）

　災害による損失は、ドイツの洪水に伴うものであり、内訳は以下のとおりです。

　操業休止期間中の固定費 　479百万円

　災害資産の原状回復に要する費用 　423

　固定資産及び棚卸資産の滅失損失 　556

　合　　計 　1,458百万円

　

※２．

前第３四半期連結累計期間（自 平成24年１月１日 至 平成24年９月30日）

　受取保険金は、タイの洪水被害に伴う保険金収入であります。

　

当第３四半期連結累計期間（自 平成25年１月１日 至 平成25年９月30日）

　受取保険金は、ドイツの洪水被害に伴う保険金収入であります。　
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成24年１月１日
至 平成24年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成25年１月１日
至 平成25年９月30日）

現金及び預金勘定 3,460百万円 3,654百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △49 △49

現金及び現金同等物 3,411 3,605

 

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年１月１日　至　平成24年９月30日）

１．配当金支払額

 決議  株式の種類
 配当金の総額
（百万円） 

 １株当たり
配当額
（円）

 基準日  効力発生日 配当の原資

 平成24年２月17日

取締役会 
 普通株式 － 0.00  平成23年12月31日  － －

 平成24年４月26日

取締役会 
 普通株式 96 5.00  平成24年３月31日 平成24年５月29日  利益剰余金

 平成24年７月30日

取締役会 
 普通株式 96 5.00  平成24年６月30日 平成24年８月23日  利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年10月30日

取締役会 
普通株式 96 5.00 平成24年９月30日 平成24年11月29日 利益剰余金

　

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年９月30日）

１．配当金支払額

 決議  株式の種類
 配当金の総額
（百万円） 

 １株当たり
配当額
（円）

 基準日  効力発生日 配当の原資

 平成25年２月15日

取締役会 
 普通株式 96 5.00  平成24年12月31日 平成25年３月４日 利益剰余金

 平成25年４月26日

取締役会 
 普通株式 96 5.00  平成25年３月31日 平成25年５月28日 利益剰余金

 平成25年７月31日

取締役会 
 普通株式 116 5.00  平成25年６月30日 平成25年８月26日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年10月29日

取締役会 
普通株式 116 5.00 平成25年９月30日 平成25年11月28日 利益剰余金
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３．株主資本の金額の著しい変動

当社は、平成25年４月22日を払込期日とする公募増資及び平成25年５月10日を払込期日とする第三者割

当増資を実施いたしました。この結果、第２四半期連結会計期間において資本金が926百万円、資本準備金

が926百万円それぞれ増加し、当第３四半期連結会計期間末において資本金が8,143百万円、資本剰余金が

7,956百万円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年１月１日　至　平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

 

報告セグメント

合計アジア・

パシフィック事業　
ＥＵ事業　

売上高    

外部顧客への売上高 25,785 13,156 38,942

セグメント間の内部売上高

又は振替高
549 852 1,401

計 26,335 14,009 40,344

セグメント利益 1,966 1,110 3,077

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 3,077

全社費用（注） △1,709

四半期連結損益計算書の営業利益 1,368

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 注記すべき事項はありません。　

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

 

報告セグメント

合計アジア・

パシフィック事業　
ＥＵ事業　

売上高    

外部顧客への売上高 30,347 16,970 47,318

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,078 1,026 2,105

計 31,246 17,996 49,423

セグメント利益 1,673 1,187 2,861

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 2,861

全社費用（注） 1,500

四半期連結損益計算書の営業利益 1,360

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 注記すべき事項はありません。　
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４．会計方針の変更

　「会計方針の変更等」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より、一部の連結子会社では改訂後

のIAS第19号を適用しております。当該会計方針の変更は遡及適用され、前第３四半期連結累計期間は遡

及適用後のセグメント情報となっております。

　この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第３四半期連結累計期間におけるＥＵ事業のセグメント利

益は35百万円増加しております。　

　

　

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年１月１日
至　平成25年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
32円88銭 △77円74銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（百万円）　
631 △1,674

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（百万円）
631 △1,674

普通株式の期中平均株式数（千株） 19,212 21,534

（注１）  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（注２）　「会計方針の変更等」に記載のとおり、当第３四半期連結累計期間における会計方針の変更は遡及適用され、

前第３四半期連結累計期間については遡及適用後の１株当たり四半期純利益金額となっております。この結

果、遡及適用を行う前と比べて、前第３四半期連結累計期間の１株当たり四半期純利益金額は1円33銭増加し

ております。

　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

１．平成25年７月31日開催の取締役会において、平成25年12月期第２四半期配当について、次のとおり決議いた

しました。

(イ）剰余金の配当の総額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・116百万円

(ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・・・・・平成25年８月26日

（注）平成25年６月30日の株主名簿に記録された株主に対し、支払いを行います。

　

２．平成25年10月29日開催の取締役会において、平成25年12月期第３四半期配当について、次のとおり決議いた

しました。

(イ）剰余金の配当の総額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・116百万円

(ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・・・・・平成25年11月28日

（注）平成25年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成25年11月８日

スミダコーポレーション株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 古山　和則　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 齋藤　慶典　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているスミダコーポ

レーション株式会社の平成25年１月１日から平成25年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年

７月１日から平成25年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成25年９月30日まで）に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期

連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、スミダコーポレーション株式会社及び連結子会社の平成25年９月30

日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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